
雷害対策部品の基本回路･使⽤例 SPD (Surge Protective Device)

サージ防護の基本回路 使⽤例
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※1、2、3： 安全保護のためヒューズ、ブレーカ等をサージアブソーバ
前段へ設置して下さい。
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※3 AC電源⽤SPD （図−9）

■ラインインピーダンスが⼤きい場合
ラインインピーダンスが⼤きい回路ではガス⼊り放電管

（GDT）をそのまま使⽤できます。（図−1、2参照）

■ラインインピーダンスが⼩さい場合
ガス⼊り放電管（GDT）に直列抵抗ＲやバリスタＺを⼊れ
ます。このＲ、Ｚは、続流放電を制御します。ユーザーの設
計基準により異なりますが、⼀般的には図−3、4に⽰す⽅
法でサージ防護が⼗分可能です。 AC電源⽤SPD
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DAT.NO. 30CRCJ004-2607● 記載内容は予告なく変更する場合があります。ご注⽂、ご使⽤の際は仕様書でご確認ください。


